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(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 
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1. 平成23年3月期第1四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年6月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第1四半期 31,213 ― △17 ― 66 ― 14 ―

22年3月期第1四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第1四半期 1. 20 ―

22年3月期第1四半期  ― ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第1四半期 51,641 5,142 9.8 426. 67

22年3月期 48,646 5,253 10.7 435. 96

(参考) 自己資本 23年3月期第1四半期 5,083百万円 22年3月期 5,194百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 3. 00 3. 00

23年3月期 ―

23年3月期(予想) 2. 00 ― 3. 00 5. 00

3. 平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 63,000 ― 50 ― 150 ― △50 ― △4. 20

通期 126,000 2.7 350 △6.7 580 △14.2 350 △45.9 29. 38



 

 
(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりませ

ん。 

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ

ります。 

4. その他（詳細は【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 有

  新規 １社 (ジューテックホーム株式会社)  除外 ―社 (―)

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年3月期１Ｑ 11,971,350株 22年3月期 11,971,350株

② 期末自己株式数 23年3月期１Ｑ 56,521株 22年3月期 56,436株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期１Ｑ 56,508株 22年3月期１Ｑ ― 株
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当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国の経済成長等の外需要因に支えられ、緩やか

な回復基調となったものの、欧州における財政不安や円高による影響が懸念されるなど、先行き不透明感

が拭えない状況での推移となりました。 

住宅関連業界においては、住宅エコポイント制度や住宅投資に対する減税処置の拡大など需要喚起につ

ながる政策が順次施行され、急激な落ち込みを見せていた住宅需要はやや上向きとなったものの、新設住

宅着工戸数は伸び悩んでおり、景気や消費低迷の影響が色濃く残る厳しい経営環境が継続しております。

このような環境の中で当社グループは、社会的なニーズが高い太陽光発電システムやオール電化関連商

品のほか、管理された森林木を使用したFSC認証商品やPEFC認証商品などの省エネ性、環境性に優れた商

品の拡販に努める一方で、事業効率の見直しや販管費の削減など収益力の強化を図ってまいりました。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は31,213百万円（前年同四半期比5.8％増）となりまし

た。利益面は、売上高増加の影響などから前年同四半期に比して収支は改善したものの17百万円の営業損

失（前年同四半期は113百万円の営業損失）となりましたが、営業外損益が85百万円のプラスとなったこ

とにより、経常利益は66百万円（前年同四半期は76百万円の経常損失）となりました。また、資産除去債

務会計基準の適用に伴う影響額29百万円を特別損失に計上したことなどにより、四半期純利益は14百万円

（前年同四半期は120百万円の四半期純損失）となりました。 

  

※当社は、平成21年10月１日に単独株式移転により株式会社ジューテックの完全親会社として設立された

ため、参考として株式会社ジューテックの平成22年３月期第１四半期の連結経営成績と比較して記載して

おります。 

  

  

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比して2,994百万円増加の

51,641百万円となりました。これは主として、受取手形及び売掛金が5,025百万円増加した一方で、現

金及び預金が1,028百万円減少したことによるものであります。 

 負債については、前連結会計年度末に比して3,105百万円増加の46,498百万円となりました。これは

主として、支払手形及び買掛金が1,011百万円及び短期借入金が2,000百万円それぞれ増加したことによ

るものであります。 

 純資産については、前連結会計年度末に比して110百万円減少の5,142百万円となり、自己資本比率は

前連結会計年度末に比して0.9ポイント減少の9.8％となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

① 資産、負債及び純資産の状況
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当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、7,444百万円

となりました。 

 営業活動の結果、資金は2,889百万円の減少となりました。これは主として、仕入債務の増加額が

1,027百万円及び未収入金の減少額が809百万円あった一方で、売上債権の増加額が5,118百万円あった

ことによるものであります。 

投資活動の結果、資金は26百万円の増加となりました。 

財務活動の結果、資金は1,841百万円の増加となりました。これは主として、短期借入金の純増額が

2,000百万円あったことによるものであります。 

  

※当社は、平成21年10月１日に単独株式移転により株式会社ジューテックの完全親会社として設立され

たため、参考として株式会社ジューテックの平成22年３月期末の連結財政状態と比較して記載しており

ます。 

  

現時点において、平成22年５月10日に公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想に

ついての変更はございません。 

  

  

② キャッシュ・フローの状況

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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平成22年４月１日付で、ジューテックホーム株式会社(特定子会社)を設立し、新たに連結の範囲に含

めております。 

  

該当事項はありません。 

  

資産除去債務に関する会計基準の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成

20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日)を適用しております。 

これにより、営業損失が0百万円増加し、経常利益が0百万円及び税金等調整前四半期純利益が30百

万円それぞれ減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は38百

万円であります。 

  

該当事項はありません。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,454 8,483

受取手形及び売掛金 29,164 24,139

商品 1,868 1,884

未成工事支出金 288 289

その他 1,981 2,702

貸倒引当金 △1,272 △1,179

流動資産合計 39,485 36,318

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,414 1,423

土地 7,978 7,978

その他（純額） 132 131

有形固定資産合計 9,525 9,534

無形固定資産 217 241

投資その他の資産

投資有価証券 984 1,130

その他 2,581 2,600

貸倒引当金 △1,153 △1,178

投資その他の資産合計 2,412 2,552

固定資産合計 12,155 12,328

資産合計 51,641 48,646

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 35,994 34,983

短期借入金 2,900 900

1年内償還予定の社債 580 560

1年内返済予定の長期借入金 712 748

未払法人税等 21 124

賞与引当金 170 320

役員賞与引当金 5 1

事業整理損失引当金 102 130

その他 1,355 852

流動負債合計 41,841 38,620

固定負債

社債 300 220

長期借入金 2,974 3,150

役員退職慰労引当金 215 208

その他の引当金 45 44

その他 1,122 1,149

固定負債合計 4,657 4,773

負債合計 46,498 43,393
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 850 850

資本剰余金 294 294

利益剰余金 3,866 3,888

自己株式 △14 △14

株主資本合計 4,996 5,017

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 96 187

繰延ヘッジ損益 △9 △11

評価・換算差額等合計 87 176

少数株主持分 58 58

純資産合計 5,142 5,253

負債純資産合計 51,641 48,646
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 31,213

売上原価 28,548

売上総利益 2,664

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 363

貸倒引当金繰入額 74

給料 887

賞与引当金繰入額 163

役員賞与引当金繰入額 5

役員退職慰労引当金繰入額 7

退職給付費用 59

賃借料 234

減価償却費 59

その他 826

販売費及び一般管理費合計 2,681

営業損失（△） △17

営業外収益

受取利息 4

受取配当金 10

仕入割引 84

不動産賃貸料 34

その他 40

営業外収益合計 174

営業外費用

支払利息 28

手形売却損 3

売上割引 51

その他 7

営業外費用合計 90

経常利益 66

特別利益

固定資産売却益 3

特別利益合計 3

特別損失

会員権評価損 18

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 29

特別損失合計 47

税金等調整前四半期純利益 21

法人税、住民税及び事業税 34

法人税等調整額 △27

法人税等合計 6

少数株主損益調整前四半期純利益 14

少数株主利益 0

四半期純利益 14
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 21

減価償却費 67

貸倒引当金の増減額（△は減少） 74

賞与引当金の増減額（△は減少） △149

事業整理損失引当金の増減額（△は減少） △27

受取利息及び受取配当金 △15

仕入割引 △84

支払利息及び手形売却損 32

売上割引 51

固定資産売却損益（△は益） △3

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 29

売上債権の増減額（△は増加） △5,118

たな卸資産の増減額（△は増加） 16

未収入金の増減額（△は増加） 809

仕入債務の増減額（△は減少） 1,027

未払消費税等の増減額（△は減少） 50

その他 392

小計 △2,825

利息及び配当金の受取額 14

仕入割引の受取額 66

利息の支払額 △28

手形売却に伴う支払額 △3

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △112

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,889

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △6

有形固定資産の売却による収入 4

無形固定資産の取得による支出 △6

投資有価証券の取得による支出 △3

投資有価証券の売却による収入 1

貸付金の回収による収入 11

敷金及び保証金の差入による支出 △5

保険積立金の解約による収入 6

その他 24

投資活動によるキャッシュ・フロー 26

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,000

長期借入金の返済による支出 △211

社債の発行による収入 98

自己株式の取得による支出 △0

配当金の支払額 △35

少数株主への配当金の支払額 △0

その他 △9

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,841

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,021

現金及び現金同等物の期首残高 8,466

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,444
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該当事項はありません。 

  

１. 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で

あり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっ

ているものであります。 

 当社グループは、当社及び連結子会社で構成されており、連結子会社が独立した経営単位として、包

括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 従って、当社グループは、各連結子会社を基礎とした商品・サービス別のセグメントから構成されて

おり、「住宅資材販売事業」及び「物流事業」の2つを報告セグメントとしております。 

 「住宅資材販売事業」は、主に合板、建材、住宅設備機器等の卸売をしております。「物流事業」

は、主に一般貨物の運送等を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

 
  (注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建築工事業、マンションリ

フォーム業、情報システムの賃貸及び保険代理店業等を含んでおります。 

２ セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去3百万円、当社とセグメントとの内部取引消去7百

万円及び報告セグメントに帰属しない全社費用△11百万円等が含まれております。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益との調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

(追加情報) 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

 平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用

指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注1)

合計
調整額 
(注2)

四半期連
結損益計 
算書計上 
額(注3)

住宅資材販
売

物流 計

売上高

  外部顧客への売上高 31,043 94 31,138 75 31,213 ― 31,213

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

14 99 114 7 121 △121 ―

計 31,057 194 31,252 82 31,334 △121 31,213

セグメント利益 △18 8 △9 △7 △17 0 △17

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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